
RTM-96で扱う事故シナリオに加えて、FCVSシナリオも新たに考慮し、各シナリオについて距離別の実効線量を解析した。
降雨無しの場合においてはどの事故シナリオも距離による実効線量の変化は相対濃度比で近似できるが、降雨ありの場合はエアロゾルの寄与
割合に応じて線量の距離依存性は異なることがわかった。この結果を踏まえ、フィルタベントシナリオとそれ以外のシナリオで距離補正係数を
別々に定義することを提案する。

降雨無しの場合

課題
RTM-96ではフィルタベント（FCVS)が考慮
されておらず、日本の防護体系で用いられ
る実効線量が評価指標とされていない。

事故シナリオごとに7日間の実効線量を計算
RTM-96での手法により核種別の放出量 を算出
ガウスプルームモデルで拡散計算し相対濃度 / を算出

4 まとめ

3 距離補正係数の検討結果及びモデルの提案

1 背景・目的

2 計算手法

※本報告は K. Wadayama, R. Kojo, and T. Niisoe, “The Effect of Using Filtered Containment Venting system on Variation in Dose with Distance in The Prompt 
Accident Consequence Assessment”, Journal of Nuclear Science and Technology, 2024. の内容を再構成したものです。
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緊急時対応技術
マニュアルの評価体系

目的
FCVSの動作の有無を含む事故シナリオの違
いが、実効線量の放出地点からの距離依存性
に及ぼす影響を明らかにすることを目的とする。
FCVSを考慮した実効線量指標の距離補正係
数の提案につなげる。

一般的な被ばく評価体系

緊急時対応技術マニュアルの計算の考え方
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事故シナリオ及び天候に応じた「距離因子」の計算
1 km地点、降雨無しの条件で標準予測線量 を事故シナリオ ごとに計算
降雨の有無に応じた任意の距離の実効線量 ( )を事故シナリオ ごとに計算
標準予測線量と任意の距離の実効線量の比を「距離因子」として計算
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背景
緊急時に事故の規模を迅速に推定するため、米国NRCで運用されているResponse Technical Manual(RTM-96)[1]を参考に原子力規制庁
では緊急時対応技術マニュアルを整備している。

距離補正係数を標準予測線量に乗じて
評価時の天候や距離等の因子を考慮。

標準予測線量と異なる条件
（遠距離や降雨あり等）で計算の場合

複数の事故シナリオ
を代表できる
距離補正係数提案100通り以上の事故

シナリオで計算

事故シナリオと
距離因子の
関係性の分析

0.001

0.01

0.1

1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 130
 k

m
地
点
距
離
因
子

(-)

エアロゾルの寄与割合(-)

FCVSあり
部分緩和シナリオ
バイパス・過温過圧破損

降
雨
な
し

1

10

0 0.2 0.4 0.6 0.8 11 
km
地
点
距
離
因
子

(-)

エアロゾルの寄与割合(-)

FCVSあり
部分緩和シナリオ
バイパス・過温過圧破損

距離補正
係数

距離因子とエアロゾル寄与の関係(1 km及び30 km)

20 km 降雨あり
(評価したい条件の例）
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(事前計算）
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